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文序

国庫補助事業として「仙台平野の遺跡群」調査に着手して 8年が経過

しました。これまで陸奥国分寺、国分尼寺跡の国指定史跡の範囲確認調

査や、郡山遺跡、富沢遺跡などの個人住宅建築に伴う小規模調査などを

行ってまいりましたが、特に今年度は、陸奥国分尼寺跡、郡山遺跡にか

かわる調査を実施しました。

近年、文化や歴史的事項に関する市民意識は、少しずつ高まりをみせ

てきておるとは言え、第一次、第二次オイルショック以来、文化財一般

に対する無関心も一方では芽ばえている事実も見のがせません。オイル

ショックによる景気低迷が徐々に回復し、新しいわが国の進路を見極め

なければならないこの時期こそ、しっかりと生活の中に文化に対する位

置を確保しなければならないと考えます。

開発に伴う発掘調査が多い中、この「仙台平野の遺跡群」の調査は、

一歩一歩、その成果を上げて来たものと言えますし、また、生活の中に

文化財をいかに位置付けていくかを考える手がかりをあたえてくれてい

るものと考えます。こうした調査も多 くの市民の方々や有識者のご支援

があってこそ、成果を上げられるものと思います。

昨年度末までに旧宮城町、泉市、秋保町が仙台市の仲間入 りしました

ので、これからは、もっと広い視野に立って調査を行っていく必要があ

ります。日々の変化が激しい昨今ですが、精一杯努力してまいる所存で

ありますので、今後とも、ご指導、ご支援を切にお願い申し上げ、刊行

のご挨拶といたします。

平成元年 3月

仙台市教育委員会

教育長 藤 井   黎
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1.本書は昭和63年度国庫補助事業である緊急遺跡範囲確認事業に伴う「仙台平野の遺跡群」

の発掘調査報告書である。

2.本書中、郡山遺跡の調査報告は略報とし、詳細については、仙台市文化財調査報告書第124

集「郡山遺跡Ⅸ 一 昭和63年度発掘調査慨報 一」の中にまとめた。

3,本書中の上色については「新版標準土色帖」 (小山・佐原 :1973)を 使用した。

4.第 1図は建設省国土地理院発行の 2万 5千分の 1「仙台南西部」「イ山台南東部」の一部を縮

小して使用したものである。

5。 第 2図 は仙台市仙塩広域都市計画図 2千 5百分の 1の一部を縮小して使用した。

6。 実測図中並びに本文中で記載した方位は磁北に統一してある。これは、仙台では、真北に

対して西偏7° 20ア である。

7.実測図中の水糸高は標高で示してある。

8。 本文執筆は結城慎― (I、 Ⅱ〔2))と 主浜光朗 (Ⅱ 〔1〕 )が担当した。編集も両者が行っ

た。

9.本文中に掲載した遺構及び実測図、写真並びに出土遺物は、全て仙台市教育委員会で保管

している。

10。 今年度の事業は昭和63年 5月 に着手し、平成元年 3月 に終了した。

例
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I.調査計画 と実績

現在の仙台市のおける周知の埋蔵文化財包蔵地 (遺跡)の数は、650箇所に達 している。これ

らの遺跡は、その一つ一つが先人の残 した貴重な文化遺産であり、先人の歴史 と当時の具体的

な生活の様子 とを現代に伝えるものである。われわれは、これらの文化遺産をわれわれの世代

で消滅させることなく、次の世代へと継承 していくべき責務を担っている。また、このような

文化財保護の努力を続ける一方で、これらの文化遺産を学術研究の場にとどまらず、広 く学校

教育や社会教育の場、そして市民生活の中においても活用していく必要がある。 しかし、ここ

数年来の都市化に伴 う公共事業や民間による開発行為の増加は、特に平野部において著 しく、

これらの遺跡の中にはそれによって破壊の危機にさらされているもの も数多い。

当教育委員会では、 これらの遺跡の範囲の確認 と性格の究明のため、昭和56年度より国の補

助を受け「仙台平野の遺跡群Jの発掘調査を実施 してきた。 8年目をむかえた今年度は、陸奥

国分尼寺跡、郡山遺跡の 2遺跡で計 8箇所の発掘調査を実施 した。

今年度の発掘調査計画 と実績は以下のとおりである。

1.目  的 仙台平野に分布する遺跡群の範囲確認、性格究明のための発掘調査

個人住宅の建築等の小規模な開発に伴う発掘調査

2.調査面積 約660m2

3.調査期間 昭和63年 5月 9日 ～11月 14日

4.調査体制

調査主体 仙台市教育委員会

調査担当 仙台市教育局社会教育部文化財課

(課長)早坂春一

同課調査係 (係長)佐藤 隆 (主任)結城慎― (主事)主浜光朗

同課管理係 (係長)成田時雄  (主事)山 口 宏

調査・整理参加者  根本展江、庄子錦一郎、相沢義徳、吉田りつ子、外川みつ子

佐久間広恵、遠藤深雪、増田瑞枝、笹川光夫

調査協力 小枝仙涯 (曹洞宗国分尼寺住職 )

第 1表 発掘調査実績表

鋤 名＼ 事項 所  在  地 申詢千 (住Fl 氏名) 訓査事曲 対象面積 円査面鴨 調 査 面 積

疑 □ 分 PL寺 跡 仙台市白萩町3∞ 逮構確認謝査 I留利63年 5月 9日 ～6月 30日

部山勘

第7欽発稲調査 仙台市部山五「 日21歩3 東京都文求区自山r伊 12 村上澄雄 共1司住宅新祭 3∞ 7腑 19o 5月 26日 、27日

第7敬発掘調査 仙台市郡山五「 日140-l 仙台市那山五「 目12-14 佐藤文推 it新築 13469術 16∬ 6月 1日 ～6月 7日

斬飲鞠 鮎 仙台市郡山二
「 日17-15 仙台市部山三「 目17-15 句断光ギ 住宅新築 333641n 4∬

第7q/A畑司鰭 仙台市郡山
=J日

272、 10 他台市部山三「 目12-12 浅理初朗 住宅新築 43353m 8月 12日 ～8月 20日

第80次発掘調麿 仙台市那山二「 目49-36 共同住宅新築 5351館 8H23日～8月 25日

劣81次発掘調査 仙台市剤
`山

五「 目6-6 仙台市郡山五「 目側 剰ヒ地方建設局仙台工事事務所長 佐 木々隆士 変電 蕉線室新黎 9月 22日 ～ 9月 24日

葛8嫉発掘調査 仙台市部山二〕日S-14 仙台市郡山二「日5-H ドキ米樺之助 年宅新築 2″ 9鮒 4箭 10月 28日 ～11月 14日
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H。 発掘調査報告

〔1〕 陸奥国分尼寺跡

1.遺跡 の位置 と環境

陸奥国分尼寺跡 (仙台市文化財登録番号 C-420、 宮城県遺跡地名登載番号01020)は 、仙台市

の東部、仙台市白萩町、宮千代一丁目に所在し、東北線仙台駅の東南約2 5kmの位置にある。

本遺跡の西方約600mに位置する陸奥国分寺跡のすぐ西側を北東から南西方向に長町 一 利府

線と呼ばれる地質構造線が走 り、仙台市街台地と沖積平野を分けている。本遺跡は、長町 ― 利
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府線の北西側の中町段丘の延長部分にあたるが、地形的には宮城野海岸平野の西端部にあたる。

標高は1lmか ら12mである。周辺の遺跡には、前述の陸奥国分寺跡があり、北東約9.5kmに は

陸奥国府多賀城跡及び多賀城廃寺跡がある。また、北方約 3 kmに は陸奥国分尼寺を含むこれ

らの遺跡に瓦を供給 した台の原 。小田原窯跡群がある。南方には、南小泉遺跡、若林城跡など

の遺跡がある。

2.調 査 に至 る経 過

本遺跡は、古 くから現在の曹洞宗国分尼寺地内、及びその周辺に古瓦が散布 していたこと、

礎石の残る観音塚があったことから、陸奥国分尼寺跡であると言われていたところである。陸

奥国分尼寺は、天平13(741)年 の聖武天皇の勅によって「法華滅罪之寺」 として、国分僧寺 と

ともに建立されているが、承暦 4(1080)年に顛倒 し、文治 5(1189)年の源頼朝の平泉討伐

の際、兵火により焼け落ちた後についての記録は残っていない。元亀元 (1570)年 になってそ
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第 2図 調査区位置図



れまでの天台 。真言宗を曹洞宗に転宗 し、現在に至っている。昭和23年 10月 に観音塚周辺が国

指定史跡 となったが、昭和30年代には、無断現状変更行為により、史跡指定地内に多 くの家屋

が建てられているという事態 となった。このため、仙台市は昭和39年 に伊東信雄氏を担当者 と

して、発掘調査を実施 した。その結果従来観音塚 と呼ばれていたものが、金堂跡 と推定された。

昭和42年度には公有化、翌43年度には環境整備、それに伴つて観音塚中央部の調査が実施され

た。また、昭和51年度に推定金堂東隣 り、同59年度には西隣 りで発掘調査が実施され、前者で

は、国分尼寺に関連する遺構は検出されず、後者では、掘立柱あるいは礎石建ちの建物跡の基

礎地業の跡 と考えられる遺構 と瓦溜めが検出されている。昭和60年度、61年度にも現在の国分

尼寺地内で遺構確認調査が実施されたが、明確に陸奥国分尼寺跡に関連すると考えられる遺構

は検出されなかった。

今回の調査は、国分尼寺地内東部における遺構確認調査であり、陸奥国分尼寺跡の推定中軸

線の20～30m東、推定南辺を跨 ぐ位置に、埋設管や排上の関係を考慮 して北側から I～Ⅳ区ま

での 4箇所設定 した。面積は446m2でぁる。調査は、昭和63年 5月 9日 より開始 した。

3.基本層位

調査地点は、国分尼寺の庫裡及び倉庫、庭地だった部分であり、それ以前は畑地あるいは、

竹林となっていたところである。調査区の西側では、庫裡建設の際になされた盛土が確認され

ており、樹木の抜根痕もかなり見うけられた。基本層位は第 1層表土から、基底の砂礫層まで

10層確認された。第 1、 2層 は表土及び攪乱層である。第 3層 は黒色系のシル ト層 (旧表土)で

調査区中央部にのみ分布する。第 4層 はローム漸移層、第 5層以下第 9層 まではローム層であ

り、第10層 は砂礫層である。第 5層上面が所謂地山面であり、今回の調査の遺構検出面となっ

ている。第 5層以下は、調査区中央寄 りの攪乱坑の壁面で確認した。

l

2

オ

5

6

8

0            1m
l l l l l l

第 3図 基本層位模式図
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4。 検 出遺構

今回の調査によって検出された遺構は、土坑 2基、性格不明遺構 5基、小柱穴・ ピット69個

である。全て第 5層上面で検出されている。今回の調査は、調査区を陸奥国分尼寺跡の推定南

辺を跨 ぐように設定したが、南辺を区画すると考えられる遺構は確認されなかった。

SK-1土 坑

調査区中央部、Ⅲ区の北寄 りで検出された。攪乱及び後世のピットに切られている。長軸250

cm、 短軸160cmの 規模で精円形あるいは隅丸長方形を呈し、深さは24cmで ある。堆積土は単

層 (墨褐色 シルト)であり、多量の炭化物 と、斑 に明黄褐色粘土粒 を含んでいる。底面は

平坦であるがやや東側へ傾斜している。底面から8個のピットが検出されているが、それらの

規模、配置関係に規則性はみられない。遺物は堆積土中より、丸瓦・平瓦片、中世陶器片が、

ピット8よ り丸瓦片が出上している。

ド
≧ 1070

10Y′ R%黒 tXJ色 ンルト、明黄tl」色粘上を斑状に含む。炭化物を多く含む。

第 5図 SK-1土 坑

SK-2上 坑

調査区中央部、Ⅲ区の北寄 り、SK-1の北西側で検出された。ピット2、 3に切られ、ピッ

ト27、 28、 29を 切っている。長軸210cm、 短軸95cmの規模で、隅丸長方形を呈し、深さは45cm

である。堆積土は 2層に分かれ、上層には多量の炭化物、下層には霜降り状に粘土粒を含んで

いる。底面は平坦である。礫層上面まで掘 り込み、その面を底面としている。壁は底面から急

角度で立ち上がっている。遺物は堆積土中より、丸瓦・平瓦片、中世陶器片、鉄製品が出上し
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第 6図 SK-2土 坑

SX-1性 格不明遺構

調査区南部のⅣ区南東端で検出された。南側及び東側の調査区外へ延びてお り、今回検出さ

れたのはその一部であると考えられる。330cm以 上 ×240cm以上の規模で、隅丸の方形を基調

C′

卜 H oo

♀I II I Im

層 キ    御 +  14 備 考

盛 上 、攪 乱 思

2 7 5YR%黒 褐 色 ンル ト 芽 子 の 滞イ助 対 合 す,、 部 今 的 に ロー ム対 子 合 む

3 10Y R/暗 掲 ζ 結 十 暫 シ ル 桜合む、灰白負人山灰 ″微量に合も

4 5Y%  オリーブ黒色 来占十 SX-1酸 イヒ扶 含 む (商壁 の み )

5 10Y%  オリーフ黒笹 米占十 SX-1炭 イヒ物 粒 、酸 化 鉄 含 む

A 25Y%星 裾 負 粘 十 RX―

第 7図  Ⅳ区断面図



とした平面形を呈すると考えられる。深さは48cmである。西辺の軸方向はN-8°一Eである。

堆積上は4層に分けられ、最上層の下部に灰白色火山灰を斑点状に合んでいる。底面は、ほぼ

平坦であるが凸凹のある部分もみられる。底面から周濤及びピットが検出された。周濤は、一

部途切絶ているが、遺構検1出部分ではほぼ全周している。底面幅は7～ 15cm、 深さ3～13cm、

断面形は「U」 字形で、底面レベルは北西コーナー付近が最も高く、南側及び東側へ傾斜してい

る。ピットは3個検出されたが、その規模、配置関係に規則性はみられない。遺物は、堆積土

下部及びピット3よ り平瓦片が出上している。

l�
I I I I I

第 8図 Ⅳ区 SX-1性 格不明遺構
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SX-2性 格不明遺構

調査区東端部、 I区南部からⅢ区東北部に跨がって検出された。東側及び西側の調査区外ヘ

延びており、今回検出されたのはその一部であると考えられる。遺構保存のため、一部に断面

確認の トレンチを入れたのみで掘 り込み精査を行なっていない。そのため、壁面及び底面の詳

細については不明である。

調査区東壁沿いに入れた トレンチの状況をみると、堆積土は、南壁から3m付近を境に、南側

と北側で堆積状況が異なっており、底面の状況からは、堆積土が変化する位置に対応するよう

に底面の盛 り上が りがみられる。これらのことから、複数の遺構が重複 していることも考えら

れるが部分的な掘 り込みであり、遺構の上面検出の段階では遺構の重複は確認 されず、遺物に

ついても分離 していないため、 1基の遺構 として記述する。

調査区内で 3ケ所の獅 t坑と、SX-3、 4、 5に切 られている。12m× 8m以上の規模であるが、

平面形は不明である。確認 トレンチ及び攪乱坑の壁面の状況から、深さは50cm程度であると考

えられる。堆積土は 7層 に分けられる。 6層の上部に灰白色火山灰がブロック状あるいは層状

に含 まれている。底面 と壁面については、確認 トレンチの状況から、底面に一部盛 り上がる部

分がある他はほぼ平坦であり、壁は底面か らゆるやかに立ち上がっている。また、西側の攪乱

坑の壁面で、焼け面及び焼土、炭化物が検出されている。遺物は、堆積土上面から、軒丸瓦・

軒平瓦片、丸瓦 。平瓦片、土師器片、須恵器片、中世陶器片、鉄製品、鉄滓、羽口片が出上 し

ている。堆積± 6層 から土師器不が 3点、底面から軒丸瓦 4点、軒平瓦 3点、平瓦・丸瓦片、

土師器片が出土 している。

SX-3性 格不明遺構

調査区北東部、 I区の南側で検出された。南側の調査区外へ延びており、今回検出されたの

は、その一部であると考えられる。SX-2と 重複 している。検出面において新旧関係は明確に

できなかったが、本遺構は遺構検出段階で極多量の瓦が出土しており、その出土状況から X―

2の北壁ラインを跨 ぐような状況を呈 して南北方向に広が り、なおかつ南側へ傾斜をもってい

ることから、SX-2を 切っているものと考えられる。2m× 6m以上の規模で、北側に張 り出し

た長方形を基調 とした平面形を呈すると考えられる。上面確認段階で出上 した瓦を取 り上げた

のみで、掘 り込み精査を行っていないため、その他の詳細は不明である。遺物は、軒丸瓦・軒

平瓦片、丸瓦 。平瓦片が多量に出土している。その他に若干の上師器片、中世陶器片もみられ

る。

SX-4性 格不明遺構

調査区中央部東寄 りのⅢ区東側で検出された。攪乱坑に切 られ、SX-2を 切っている。60

cm× 50cm以上の規模で、楕円形を基調 とした平面形を呈するものと考えられる。上面確認の



みで掘 り込み精査を行っていないため詳細は不明である。出土遺物はない。

SX-5性 格不明遺構

調査区東よりの I区東側で検出された。攪乱坑に切 られ、SX-2を切っている。145cm以

上×90cm以上の規模で、不整円形を呈するものと考えられる。上面確認のみで掘 り込み精査を

行っていないため詳細は不明である。出土遺物はない。

小柱穴・ ピット群

I区を除く調査区のほぼ全域にピットが検出されたが、木根や後世の耕作土や盛土から掘 り

込まれたピットが多 く、遺構 と認定したピットは全体で69個である。特に調査区中央部のⅢ区

中央部から西側にかけて集中して検出されている。直径20～50cmの円形を基調 とした平面形

を呈するものが多いが、方形を基調とした平面形のものもみられる。柱痕跡が確認されるもの

もみられ、建物跡の存在が考えられるが、小柱穴・ ピット群が調査区外に広がっており、後世

の耕作や抜根等による攪乱のため、柱穴の組み合わせや掘立柱建物跡の配置などは不明である。

これらからの出土遺物は、軒丸瓦・軒平瓦片、丸瓦・平瓦片、土師器片、中世陶器片、鉄製品

などがある。

5。 出土遺物

今回の調査で出上した遺物は、瓦、土師器、須恵器、中世陶器、近世以降の陶磁器、鉄製品、

鉄滓、石製品等である。その中でも瓦が大半を占めている。しかし、完形のものはみられず、

大部分は細片である。

(1)瓦

瓦は基本層 1～ 4層 (表土として一括した。)、 SX-2、 SX-3を中心に多量に出上してい

る。種類は、軒丸瓦、軒平瓦、丸瓦、平瓦、道具瓦、文字瓦、その他の瓦等である。分類につ

いては、『陸奥国分寺跡』 (陸奥国分寺跡発掘調査委員会編 1961)の分類基準に準じている。

軒丸瓦

合計28点出土している。種類は、

て種類の不明なものがある。

第 2表 軒瓦出土表

梧    類 分  類 不壼     411 今  類 点  救 合  計

重 弁 道 華 文

富 1ど 4

15
重   弧   文

第 ユ類
6

第 34

偏 行 唐 草 文 8

細 弁 蓮 華 文

嘉 ユ奏自 ]

5第 2類 ユ 伽 啓 膚 童 す 第 2類 l

不  明 l

歯    車    文 不 明 8 R

7 7 ∧
Ｈ 計

ハ
”

計

重弁蓮華文、細弁蓮華文、歯車文その他に瓦当面が象」落し
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第 3表 小柱穴・ ピット群註記表
(単位cm)

NO 掘り方 土  色 土  性 柱痕肋 深 さ 備

52× 37 里怒 (10V R%】 粘十瞥シル ト 22× 20 黒7al(loY R%)シ ル ト

2 42× 35 里棚 (10Y R%)米 占十暫 シル ト 47 P29,切 るぅ瓦細片出土ぅ炭イh物含む。

3 52× 43 暗偶 (75YR%)シ ル ト SK-2を切る。丸瓦・平瓦片、砥石、鉄製品出土。

4 52X36 黒拙(10Y R%)粘土質シル P5を切る。炭化物・粘土粒合む。

5 59× 37 黒褐(10Y R%)粘土質シル

6 3ユ ×30 黒褐(10Y R%)粘土質シル 炭イヒ物合む
^

7 30× 26 里th(10Y R/Ⅲ *占 十瞥シル 粒土粒含むぉ

8 30× 27 黒tll(10Y R%〕 米占i瞥 シル 炭化物 粘土粒合む。

9 30× 30 黒褐 (10Y R%)粘 土質シル 35 炭化物、粘土粒含む。

10 50× 45 黒凋(10Y R%)シ ルト 軒平瓦片・平瓦片出土。炭化物、焼土粒合む。

11 41× 32 暗掲(10Y R%)*占 土質シルト

50× 40 1を掲(10Y R%)*占 十暫シルト 卜制 に峰十婉、文f、 五片出十

13 33× 30 培鵜 (10Y R%)粘十暫 シル ト 炭化物粘土粒合む、

14 34× 30 培褐 (10Y R/)粘土暫 シル ト 炭化物、粘土粒合む。

15 22× 20 1と棚(10Y R/)*占 土質シルト 13 粘土粒含む。

16 38× 28 暗lk19 5Y R% ル ト 18× 16 暗F4」 (75YR%)粘 土質シルト 50 梓痛駄に府イ′物 粘十締合支れる^

17 53× 48 黒褐(10Y R%)シ ルト 21× 20 暗掲 l10Y R%)シ ルト P16″切る̂ 平瓦・洵Itt HI十 ^

1 43× 40 陪偲 (10Y R%)シ ル ト 16× 14 異褐 (10Y R%〕 シル ト貰粘十 掘 り方に炭イヒ物、嫌上粒含む。

31× 28 塁棚 (75YR ル ト 粘土粒含む。

43× 37 暗鵜 (75YR%)帖 十質シル ト 20× 17 黒棚(10Y R%)粘 ±質シルト 平瓦片出土。粘土粒、炭化物合む。

48× 33 HζthJ(75YR%)粘土質シルト 20× 18 黒掲(7 5YR%)シ ルト 粘土粒、炭化物合む。

50× 36 黒棚(10Y R%)シ ルト

48× 34 黒褐(25Y%)シ ルト
48× 46 黒棚 (10Y R%)給 十督シル ト 粘土粒、炭イ監物含む。

24× 18 賠棚 (10Y R%)*占 十暫シル ト 粘土粒、炭化物含む。

40× 22 賠棚 (10Y R/)シ ル ト SK-2を切る。炭化物合む。

45× 25 Hき弼(10Y R%)沐 占土資シルト SK-2を切る。平瓦片出土。炭化物、粘土粒合む。

40× 20 H苦褐(7 5YR% ,レ ト SK-2狩 切 りP2に切 られるハ濡十締合i

32× 26 黒棚00Y R/)シ ルト

27× 23 陪懇 (10Y R%)シ ル ト 瓦片出土。炭化物含む。

36× 32 陪棚 (10Y R%〕 米占十瞥 シル ト 炭化物、粘土粒含む。

32× 31 黒拙(10Y R%)シ ルト 丸瓦片出土。炭化物、粘土粒合む。

21× 20 暗拙(10Y R/)*占 土質シルト 瓦片出土。炭化物、焼土、粘土粒合む。

35× 32 暗褐(10Y R%)シ ルト

88× 63 黒褐(10Y R%)シ ルト 32× 25 培爛 イ7 5VR%)シ ル ト 13

33× 25 黒梱 (10V R%Ⅲ シル ト

43× 34 ‖害棚 (10Y R%)シ ル ト 粘土粒含む。

31× 27 Jを棚(10Y R/)シ ルト 瓦片出土。炭化物、粘土粒含む。

28× 23 黒llJ(10Y R%)粘 土質シルト 粘土粒合む。

33× 25 暗弼(10Y R%)シ ルト

35× 35 暗褐 l10Y R%)シ ル ト

26× 24 塁怒 (10Y R%)シ ル ト 16× 12 里棚 (10Y R%)シ ル ト 炭子ヒ物、粘土粒含むぉ

40× 37 H音偲 (10Y R/〕 シル ト 平瓦片出土。

56× 41 黒褐 (10Y R%)粘土質シル ト 平瓦片出土。炭化物、粘土粒合む。

36× 17 黒棚(10Y R%)シ ルト

39× 34 黒褐(10Y R%)シ ルト
21× 2 陪thT(10V R%Ⅲ ラル ト P50夕切 る。

60× 42 H吾棚 (75YR%〕 シル ト 平瓦 丸瓦片出土。炭化物、焼土粒、粘土粒含む。

29× 27 H書棚 (10Y R%)シ ル ト P52を切る。瓦片盟土 炭ゝ化物含む。

43× 38 黒lll(10Y R%)*占土質シルト 炭化物、粘土粒合む。

34× 34 Hき凋(10Y R%)シ ルト

33× 29 暗llj但 OY R/)シ ルト 多畳の炭イr物、結十対含む。

61 28× 25 異偲 (10Y R%)シ ル ト 平瓦片出土。粘土粒含む。

28× 27 塁741(10Y R%)粘十賢シル ト 柁土粒合む。 IV区
37× 31 黒棚 (10Y R/)シ ル ト 砂粒少量合む。IV区

31× 25 黒褐(10Y R%)*占 土質シルト 炭化物、焼土、粘土粒合む。

56× 44 暗褐 (10Y R% ,レ ト

38× 26 黒tt」 (10Y R%
'レ

ト 十師怒片H十 ^糀十締含む。

32× 29 H害掘 (10Y R%)シ ル ト 炭化物、柁土粒含む。

53× 52 里掘 (10Y R%)シ ル ト 22× 22 H苦7L(10Y R%)シ ル ト 炭化物、粘土塊合む。

75× 52 黒棚 (10Y R%
'レ

ト 16× 15 H音拙(10Y R%)粘土質シルト 炭化物、粘土塊含む。

37× 37 黒凋 (10Y R%
'レ

ト

59× 52 黒lhJ(7 5YR% ザレト 22× 20 黒褐(10Y R%)粘 土質シルト 平,片 出十^滞イヒ物、粘十*|、 礫合仲
^

36× 32 黒lhJ(10Y R% ル ト

38× 38 塁th(10V R%Ⅲ シル ト 18× 17 H誓掘 (10Y R%)シ ル ト 粘土粒含む。

33× 30 里穏 (10Y R%Ⅲ シル ト 平瓦片出土。炭化物、礫合む。

47× 47 黒棚 (10Y R%〕 ンル ト 炭化物、粘土塊、礫合む。

51× 46 H音褐 (10Y R%)シ
'レ

ト) 平瓦・丸瓦片出土。粘土塊合む。

47× 32 1炒懸掛Åツ貨災像∴
Tl所

シ 22× 22 里thI`10V R%)シ ルト I「 片、中世陶黙片出十



重弁蓮華文軒丸瓦 (第12図 1～ 6)は、破片も含めて15点 出上している。分類可能なものは

7点 あり、第 1類が 4点、第 3類が 3点である。F-2、 3(第 12図 2、 3)は 、第 1類で、SX―

2の底面から出上 している。第 1類は、花弁の弁端が盛 り上が り、中房上の蓮子が 1個の珠文

を中心に 4個の小花弁状のものが十字形に配されている。これらは、同範であると考えられ、

瓦当直径は各々20,7cm、 21.7cmで ある。F-1(第 12図 1)は、第 3類でⅣ区の表土から出土

している。第 3類は、第 1類 と類似するが、中房が著 しく突出し、中房上の蓮子が五個共円形

になっている。また、蓮子を結ぶ線の延長は、蓮弁の中心線ではなく、蓮弁 と蓮弁 との間の線

と一致している。瓦当直径は、20 5cmで ある。

細弁蓮華文軒丸瓦 (第12図 7、 8)は、破片を含めて 5点 出土している。F-7(第 12図 7)

は、外区は欠落 しているが第 1類 と思われる。12葉の細い花弁、中央に二重輪郭による内区を

有 し、その中央に蓮子を 1個配 している。F-8(第 12図 8)は、外区の珠文の間隔、花弁の間

隔から、外区に21個の珠文を配 し、20葉の細い花弁を有する第 2類であると考えられる。

歯車文軒丸瓦 (第 12図 9)は、 1点のみピット1か ら出土している。 8個の舌状の文様が歯

車状に並び、中央に大型の蓮子が配されている。瓦当直径は18cmである。

軒平瓦

合計24点出土 している。種類は、重弧文、偏行唐草文、均整唐草文、二重波文、その他に瓦

当面が剣落 して種類の不明なものがある。

重弧文軒平瓦 (第 13図11～ 15、 第14図23)は 、破片を含めて 6点出土 している。G-1～ 5

(第13図 1～ 5)は、第 1類で、SX-2の 底面及び堆積土中から出土 している。瓦当面に二重

の太い沈線が描かれ、顎部は深顎で、 2本の太い平行沈線 と、山形文が描かれている。顎部末

端の平行沈線は、山形文より先行 して描かれている。G-1、 2、 4の 凸面には平行叩き目が施

されている。G-13(第 14図23)は 、第 2類で、瓦当面の文様は第 1類 と同様であるが、顎面に

山形文の代わ りに、太い沈線による唐草文が描かれている。

偏行唐草文軒平瓦 (第 13図16～ 18、 第14図19～21)は 、破片を含めて 8点出土 している。小

破片 1点 を除いて、全て第 2類である。渦状に左から右に走る唐草文を太い隆線で表わし、そ

の上下に細い隆線でつづられた珠文を配 している。顎部は深顎で無文である。G-10顎部凸面

にはおよそ6cmの 幅で朱が付着しているのが認められる。

均整唐草文軒平瓦 (第 14図22)は 、1点のみ SX-2の 堆積土中から出土 している。第 2類で

ある。瓦当面の唐草文は、陰刻か陽刻かはっきりしない。顎は有段で、縄叩き目の後スリケシ

が施されている。

二重波文軒平瓦 (第 14図24)は 、1点のみ SX-2の 堆積土中から出上 している。沈線による

二重の波文が施されている。顎は有段で、縄叩き目の後にスリケシが施されている。



その他に、G-15、 16(第 14図 25、 26)の ように、瓦当面は象J落 してお り、種類は不明である

が、顎部に横位の縄叩き目の後に、丸味を帯びた箆状の工具による波状文が描かれているもの

がある。 また、G-15の瓦当面剰落部分に縄叩き目がみられる他、瓦当面象」落部分に格子状に

沈線が施されているものもみられる。

丸瓦

丸瓦 (第 15図 、16図)は、小破片 も含めて多量に出上 している。全て玉縁付の有段丸瓦であ

り、玉縁の付かない行基瓦はみられない。粘土紐桶巻き作 りであり、粘土紐の幅は 2～4,5cmの

ものがある。凸面には、縄叩きの後、ほぼ全面にナデ調整あるいはロクロナデ調整が施 されて

いる。凹面には、全点布目痕がみられ、粘土組の痕跡 もみられる。布の合わせ目や、紐の圧痕

がみられるものがあり、中には、それらをナデ消 しているものもある。玉縁部 も筒部 と同じ調

整がみられる。筒部 と玉縁部は一体 として作 られ、粘土紐の太さの違いによって、玉縁部の段

をつ くり出していたものと、筒部に粘土を力日えて段をつ くり出したものが認められるようであ

る。側面 と小口面にはヘラケズリが施 されている。F-11(第 15図27)は 、軒丸瓦の瓦当部が剣

落 したものであるが、筒部の先端中央部に、縄あるいは藁のような植物の圧痕がみられる。こ

れは、軒丸瓦の項では触れなかったが、重弁蓮華文軒丸瓦の同部分にも観察される。また、F―

20(第 15図 29)の 凸面中央部に「伊」の刻印文字がみられる。

平瓦

平瓦 (第 17～19図)は、出土遺物中、小破片 も含めて最 も多量に出上 している。凹面に模骨

痕がみられ、桶巻き作 りであることが判るものもある。凸面は、縦方向に縄叩きされているも

のが多いが、斜方向のもの、横方向のものもみられ、それらをスリケシているものもある。ま

た、縄叩き目の他に、平行叩き目や平行叩きの後に一部スリケシているものや G-33(第 25図

85)の ような格子叩き目のもの,全体にナデ調整されて叩きの不明なもの、布目の痕跡がみら

れるものがある。凹面は、日の細い布目が多 く、全体的にスリケシされたものが多いが、粗い

布目のもの、スリケシされていないものもみられる。またく糸切 り痕が放射状に残っているも

ものもある。側面 と小日面にはヘラケズリが施 されている。G-17(第 17図37)は、内面に他の

瓦を乗せる台にした際に付いたと思われる痕跡様のものが見 られることから、焼台に使用した

ものである可能性 もある。また、G-24(第 19図34)は 、凹面中央部に「物」の刻印文字がみら

れる。

註)こ の「格子叩き目」については、「稲妻状叩き目」という呼称で用いられる場合もある。

道具瓦

焚斗瓦 (第20図45～ 47、 21図48)は 、SX-2か ら 1点、SX-3か ら3点の計 4点出上 してい

る。凸面は縄叩き、凹面は布目で、一部あるいは全体をスリケシしている。H-2(第 20図46)を



除いて1糸切 り痕が残っている。また、H-3(第 20図47)は、片側面に切 り放しの痕跡がみられ、

平瓦を焼成必前に分割したものである。他の 3点は、両側面 ともにヘラケズリが施されている。

隅平瓦 (第21図49～51)は 、SX-2か ら2点、SX-3か ら1点の計 3点出上している。いず

れも平瓦の隅を焼成以前に切 り落したものである。凸面は、H-5(第 21図49)は 、全面スリケ

シ、 6(同 50)は 、平行叩き目、 7(同51)は 、縄叩き目が交叉している。凹面は各々布目を

スリケシており、特にH-5は全面がスリケシされている。H-5、 6は、各々左隅を切って

おり、先端の角度は、40°及び37°程度と推定される。H-7は、右隅を切っているが左側面の端

部付近にもケズリ調整を入れている。先端の角度は63° である。

文字瓦

文字瓦は、SX-2か ら6点、SX-3か ら8点、表土から2点の合計16点が出土している。文

字のあらわし方には、刻印を押したもの、指先で書いたもの、箆状工具で書いたものの、 3種

類がある。

刻印文字瓦 (第 15図 29、 第19図 44、 第22図52～ 61、 63)は 14点出上しており、判読できるの

は、図示した12点である。「物」、「丸」、「田」、「占」、「伊」の 5種類がある。刻印されている瓦

には、平瓦と丸瓦がある。平瓦では凸面、凹面の両面に刻印されている。G-24～ 28(第 19図 44、

第22図52～55)は 、凹面に「物」と刻印されており、各々同範であると考えられる。G-29～ 31

(第22図56～58)は 、凹面に「丸」と刻印され、G-29、 30は 同地であると考えられる。凸面に

刻印されたものは、象」落のため判読できない。丸瓦では、筒部凸面に刻印されており、凹面、

玉縁部に刻印されたものはなかった。F-20、 21(第 22図 59、 60)は 、「田」と刻印され、同絶

であると考えられる。F-23(第 22図 61)、 F-20(第 22図 63は 第15図29の部分)は、各々「占」、

「伊」が刻印されている。

指書文字瓦は、 1点のみ出上している。平瓦の凹面に指書されているが、判読不明であるた

め図示していない。

箆書文字瓦は、 1点のみ出土している。平瓦の凹面に箆状工具によって書かれている。「大」

あるいは「木」かと思われるが判定できない。

その他の文様瓦

丸瓦の凸面に箆状の工具で沈線が施されているものである。破片であり、断片的なものであ

るが、F-25(第22図64)は、平行沈線と、それぞれに直交する沈線で「+」 と書かれている。

また図示していないが、平行沈線と、それに直交する沈線で「+」 と書かれたものがある。

その他の瓦

その他の瓦は、表土から出土している。軒丸瓦 F-10(第 12図 10)は、瓦当面に右巻きの巴文

と、巴文の周囲をとりまく連珠がみられる。その他、図示していないが、F-10と 同様の巴文軒



丸瓦片、丸瓦 。平瓦片が出土している。これらの瓦は、燻し瓦であり、黒色あるいは、銀色を

呈している。その特徴から近世以降の瓦であると考えられる。国分尼寺が曹洞宗に転宗した以

降のものであると考えられる。

12)土師器

土師器は、基本層 1～ 4層 (表土として一括した。)、 SX-2、 SX-3、 ピット等から出上し

ている。出土量は少なく、図示しえたのは、SX-2か ら出した 2点のみである。(第23図76)は 、

杯で底部から体部下半にかけて残存している。内外面ともロクロ調整が施されており、底部の

切 り離しは回転糸切 りによるもので、切 り離し後は無調整である。(第23図77)は 、不で体部は

やや内弯しながら外傾し、口縁部で若干外反している。底部の切 り離しは、回転糸切 りによる

もので、切 り離し後は無調整である。その他に、邦、高台付邦、甕、把手などがある。全て小

破片であるが、磨滅して不明なもの以外は、全て成形時にロクロを使用したものであり、不で

は、内面にヘラミガキ、黒色処理が施されているものもみられる。

13)須恵器

須恵器は、基本層 1～ 4層 (表土として一括した。)、 SX-2か ら出上している。出土量は少

なく、図示しえたものはない。甕あるいは壼の体部及び蓋の宝珠つまみがある。

(4)中世陶器

中世陶器は、基本層 1～ 4層 (表土として一括した。)、 SK-1、 SK-2、 SX-2、 SX-3、

ピット等から出土している出土量が少なく、甕、壺、練 り鉢があるが、全て破片である。大部

分が県内産のもので、常滑産のものが 1点だけ認められた。県内産の甕 (第24図 78、 79)の 2

点は同一個体であると考えられる。また、常滑産の甕片 (第24図81)に は、押印がみられる。

年代的には、13世紀から14世紀、鎌倉から南北朝期のものであると考えられる。

15)近世陶磁器

近世の陶磁器には、陶器、磁器、カフラケ、瓦質土器等がある。全て基本層 1、 2層 (表土

として一括した。)か ら出土している。瓦以外の出土遺物の中では最も出土量が多 くなってい

る。図示したものは、13点である。陶器及び磁器には碗 (第23図65～ 70)、 皿 (同71～73)があ

る。産地は相馬及び肥前のものがある。年代的には、およそ18世紀頃のものであると考えられ

る。カフラケは、 2点図示した (第23図 74、 75)。 内外面ともロクロ調整が施されている。底部

は、74は 回転ヘラケズリが施され、75は 回転糸切 り痕がある。瓦質土器は、信鉢 2点を図示し

た (第24図 83、 84)。 83は 6本単位の筋目があり、84は 片口が付けられ、7本単位の筋目が付け

られている。年代的には近世以降であると思われる。

(61 鉄製品・鉄滓

鉄製品はSK-2、 SX-2、 ピット等から出上している。 6点出土しており、刀子、釘など



であると考えられるが錆化が著 しく詳細は不明であり、図示していない。その他、SX-2出 土

のもので、鉄の板状のものが重なった状態で錆びついたものがある。鉄滓は SX-2か らまとめ

て出上 している。銀冶滓であると考えられ、総重量は5122gで ある。これらの鉄津は、その形状

から碗形滓 と呼ばれるものであり、木炭の痕跡や、小礫、窯壁の一部 と考えられる粘土等が付

着しているものもみられる。また、羽国の破片 も出土 している。

7)石 製品

ピット及び表土から各々 1点づつ砥石が出土 している。破損品であり、時期の特定 も困難で

あり、図示していない。

6。 まとめ

1。 今回の調査では、古代まで遡ると考えられる遺構は、SX-2不明遺構 1基のみであり、

他の遺構については、中世あるいは近世以降のものであると考えられる。特に小柱穴・ピット

群については、古代の陸奥国分尼寺倒壊後の建物跡であることが考えられる。また、SX-2不

明遺構からは、多量の鉄津や、羽口片などが出土し、付近に銀冶に関連する遺構が存在してい

ることが考えられる。

2。 当初想定されていた、陸奥国分尼寺の南辺を区画すると考えられる遺構は、今回の調査

では検出されなかった。このことから、陸奥国分尼寺の伽藍配置はもとより、明らかになって

いない寺域範囲についても、再度検討しなおす必要があると考えられる。これらを今後の課題

とし、著しい都市化によって、ますます発掘調査の実施が困難な状況になる本遺跡周辺地区に

おいては、計画的に調査を進めて行 くことが急務であると考えられる。
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表 4 軒丸瓦、軒平瓦観察表

繕  4el 粁 徴

軒 黄 Il 重弁 革 華 支 第 3類 Ⅵ 区 差 十 l F-1
12 -- 2 軒 九 Il 三弁 護 華 支 第 1類 SX-2 底 面 2  F-2
12 -- 3 軒 九瓦 重弁蓮華支第 1類 SX-2 底 属

12 -- 4 軒 九瓦 革ゝ 茎 す 第 3範 F-4
ET菟 丁 塞 す 第 1類 5  F-5
芭子古百 重牟 革 華 支 第 1類 ? X-2 辰南 6  F

12 -- 7 HT☆ `五 細 弁 革 華 支 第 1類 SX-2 1層 2-l F-7
12 -- 8 軒 丸瓦 細 弁 蓮 華 文 第 2類 SX-3 1層
12 -- 9 軒 九瓦 歯車文 Pit 1層

10 了 冊阪  葬 十 2-4 F-10
重弧 支 第 類 、 顎 部 山形 文 と 2本半 行線 l G― ユ

野 平 五 重弧 文 嘉 類 、 執 部 山形文と 2本半行線 SX-2 度 面 2  G

軒 平 五 重弧 文 第 類 、 執 詈杯 山 行 線 SX-2 6層
3 軒 平 瓦 重 jllk文 嘉 著負言b 山形 文 と 2本平 行線 SX-2 5層

軒 平 瓦 顎 部 山形 文 と 2本平 行線 l  G-5
隔行 唐 軍 文 第 2類 2  G-6
偏 行 膚 草 支 第 2類 差 十 3  G

軒 平 Il 偏 行 膚 草 支 第 2類 SX-2 1層
1 9 軒 平 J 偏 行 唐 草 支 第 2類 Ⅲ区Pi10
14 -- 20 軒 平 瓦 偏行唐草文第 2類 l区  表 G 0

軒 平 ユ 偏行唐草文第2態

均整唐卓文第2薙

RT灰  葬 3 G-11
14 -- 22 軒 SX-2 1層 5-4  G 2

軒 奎弧支菊 2類、顎部 に唐草文 Ⅲ区 表土 6-l  G 3

―- 24 軒 平 J 重 波 文 SX-2 1層
14 -- 25 軒 平 瓦 顎 部 に波状 文 SX-2 1層
14 -- 26 群 平 T 警百喜Кlこ ,庁,険

i″ 6-4  G 6
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表 5 丸瓦観察表

凶 放 沓 号 種  類 持 徴

15 -― Z7 叶 丸 瓦 九 当部 が とれ て い る、粘 土祉 楠 巷 き乍 り、 凹 山 に祉 l■ 涙 SX

九  九 粘 土 紐 楠 春 き作 り

丸  九 亥U HJ更 子 九 I伊 1 凹 画 に紐 l■狼

15 -- 30 九  瓦 粘土 紐 桶 巻 き作 り SX-2 層 16-8 F-19
九  瓦 粘土 紐 楠 巻 き作 り、 凹 向 に紐 F■摂 SX-2 層 17-l F-18

15 -- 32 丸  九 柏 土紐 棉 身多きIFり SX-3 層 17--2   11

16 -- 33 不上↑隔な さlFり  凹lEの利ヒ′上,良 アアY月 ン

紐桶巻 き作 り、凹面に組の圧痕

丸  九 SX-3 1層 17-5  F 4

16 -- 36 九  瓦 粘 土 紐 桶 巻 き作 り SX-2 1層 17-6 F 3
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第19図 平 瓦  Ⅲ

表 6 平瓦観察表

LXd放香号 橿  銀 将 徴

17 -- 37 半  瓦 長 軸 36cm、 凹 薗 行 日ス リ消 シ、焼 含 に便 用 か SX-2 1層 8-l G-1
17 -- 38 半  衝 J lalに 糸切狼、巧日Iよ つきりせす SX-3 1

半 8-3 G-19
半  九 8-4  G-20

18 -- 41 乎  瓦 口1血 布 Hス リ消 シ SX-3 1層 8-5 G-21
19 -- 42 半  瓦 凹面布目磨耗して不明 SX-2 1層
19-4 半  丸 凸 面 に平 行 叩 き、 凹 面 に糸 切痕 、 布 ロス リ消 シ

19 -- 44 半  比 刻 Hj更 7瓦 I T7J I凹 画 に糸 切 狼

|:持 ||:

|'::昇 |:
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第21図 道 具 瓦 Ⅱ

0                        10Cm

l   !   |



0             5 cm
l I I I I I



Ψ

 ヽ     ク

0                       1ocm

l   l   l

第23図 近世陶磁器・カワラケ・土師器



0                       10cm

l   l   l

第24図 中世陶器・瓦質土器

表 7 道具瓦観察表

表 8 文字瓦ほか観察表

同 肺 悉 丹 種  輻 特 徴

夢 斗 丁 問 雨 布 日を 平 ス リ消 シ SX-3 層 29-l H―
残 斗 百 聞而布 目を干スリ消シ SX-3 層

20 -- 47 憂 斗 J 凹面 布 ロス リ消 糸 切 痕 ア 1 SX 層

憂 斗 瓦 rfI而糸胡痛ァ 1

隠 平 T 凹 出 而 >イ )ス リ消 シ 19-5 H-5
隅 平 了 問 而 布 日ス リ消 シ、 凸 面 平 行 叩 き目痕 19-6 H-6
I島 平 丁 凸 而 組 叩 き目痕 交 叉 SX-2 1層

図版 番 号 種 種 類 類 培 徴

刻 印 マ 字 T 平 了 の 問 而 に 1物
I SX-3 層 20-2 6-25

刻 印 す 掌 丁 半 Ilの |口 1南 に 1牢勿 I 卜言Rと |百 1池 G-26
クHE日 す掌F 平 丁 の 凹 面 に「物 I L記 と同 疱 G-27

22 -- 55 刻 印 文字 五 平 瓦 の 凹 面 に「物 1上記 と同 疱 G-28
22 -- 56 刻 F口 文字 瓦 平 存 の 問 面 に I苛

| SX-3 層 G-29
勿1印 す 掌 T 丁 の 凹 而 に I苛 I 卜言F″ 同 れ l区  表 土 20-3 G-30
刻 印 マ 字 了 丁 の 問 而 に「 労 I

20-4 6
クHE日 立掌J 労Fの 凸 面 に「 田 |

20-5 F― 1

力IE口 支宰 Il 丸下 の 凸 面 に「 田 1上記 と同 疱 F-22
22 -- 61 力IE口 文字 瓦 苛 Tの 出 而 に I占 SX-2 1層 20-6 F-23
22 -- 62 綿 ク‖マ ● T Tの 団 而 に「 ★ I力 匡未 |カ Ⅳ 区 表 土 20-8 G-32

勿IEΠ 寸 掌 了 丁 の 出 而 に 庁伊 SX-2 1層
綿フ‖百 丁 の出 而 に、 ヘ ラ状 T具 で平 行 及 び直 交 す る沈線



表 9 近世陶磁器・カワラケ・土師器観察表

第25図 平 瓦 片

0             5 cln
1 1 1 1 1 1

xl肺 悉 丹 種 輻 特            徴 (単位 :cm) 写 真 図 版

泰 言 5R5、 回 径 126、 店 径 45、 肉

'卜

而 灰 焔 烹 台 鉦 焔 lRC IEI略

23 -- 66 磁 器 紡 梁 イ十、国 径 106、 器 g54、 FBt径 40、 早ム み ¢ ノ 日釉 ハ ギ A C ttR節 RI「ヌ 弄 十

23 -- 67 陶 巻 紡 器 高 565、 日 符 10_1、 辰 径 40、 内 外 商 盲 入 ア リ、言 台 無 釉 、18C相 鳥 Ⅲ「支 尭 +

23 -- 68 磁 器 碗 網 目支 染 付 、日径 100、 番 高 51、 見込 み に コ ンニ ャ ク Ett llF、 18C ttR前 冊「X 差 十 4

′天 深市 れ市 底 径 44、 内外 面 貫 入 ア リ、高台 無 釉 、18C相馬 冊区  表 土

Ⅲ区 表土 5

23 -- 71 彬 恭 m 梁 付 、峯 言 22、 国 径 88、 底 径 30、 l AC ttR節 冊 lx 弄 十

23 -- 72 磁 器 皿 梁イ寸、
「

子事紅コンニャクE口 脱、 18C打世蔀 RT瞬 寿 十 2 7

23 -- 73 磁 老卜 皿 染付、日径102、 器高26、底径60、 内面にFF版 5ケ 所高台内くずし銘「福」力、18C肥前 冊 lX 奉 十

カワ ラケ 口径 56、 器 高 195、 底 径 34、 内外 面 ロ クロ調 整 、底 面 回転 ヘ ラケ ズ リ 冊 lX 表 十 22--1
カワラケ □ 径 104、 米 言 265、 雇 絡 64、 内

'卜

而 ロ ク ロ 謂 啓 に 而 胎I芭え糸 切 り 冊区  表 土 22--2
十 師 朱 ナ lA径 48、 御 調 溝 糟 、内 ,卜 雨 ロ ク ロ調 愁 腰ヽ 而 価I録糸 切 り

23 -- 77 十日雨器士不 洛冨31、 日符 137、 辰体51、 a調 ,孝晋緒、内,卜南ロクロ調啓、底面同転系切 り 2ターー
=

表10 中世陶器、瓦質土器観察表

ヌ版 番 揖 不と      姿百 特 徴 写 重「x4肺

24 -- 78 中 世 陶 洛   甕 灰とI色 を呈 し、胎上に級密 さがない、県内産 22--4

24 -- 79 中 ‖ 陶 ツ 卜言ド′同 一 柵 体 >者 夕 八れ るハ 22--5
中 fF隆 I H!未灰負 夕畢 す るハ 県 内 岸 TT区 表 土 22--6

碧 常滑産、押F「 あり、表面はにぶい赤偶色、LT面 は灰黄ral色 を呈する。 SX-2 22--7

24 -- 82 中 世 陶 器 ね り鉢 にぶい悟a//早 するハ県内産

24 -- 83 互 質 土器 構 鉢 近 世 、 筋 目 6本章 位 Ⅳ瞬 茅十

下 暫 十 ぷ  粘者米 →斤汁 貯 国  舗 日 7大量 作 RI FX 碧 舌 ―-10

表11 平瓦片観察表
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1.F-1重 弁道華文

3.F-3重 弁蓮華文

5.F-5重 弁蓮華文

7.F-7細 弁遵華文

9.F-9歯  車 文

2 F-2重 弁遂華文 (第 12図 2)

4.F-4重 弁蓮華文 (第 12図 4)

6.F-6重 弁蓮華文 (第 12図 6)

8.F-8細 弁連華文 (第 12図 8)

10.F-9二  巴 文 (第 12図 10)

(第 12図 1)

(第 12図 3)

(第 12図 5)

(第 12図 7)

(第 12図 9)

写真12 軒 丸 瓦 Ⅱ



G-1重弧文 (第 13ピ Ill,

G-3重 FJrk文 (第 13図 13)

2.G-2重 弧文 (第 13図 12)

4.G-4重 llrk文 (第 13図 14)

写真13 軒 平 瓦 I



1.G-5重 弧文 (第 13図 15)

3.G-7偏 行唐草文 (第 13図 17)

写真 14 軒 平 瓦 Ⅱ

G-6偏行唐車文 (第 13図 16)

G-7偏行唐草文 (第 13図 18)



1.G-9偏 行膚草文 (第 14図 19)

3.G-11偏 行唐草文 (第 14図 21)

2.G-10偏 行膚草文 (第 14図 20)

4.C-12均整唐草文 (第 14図 22)

写真15 軒 平 瓦 Ⅲ



1.G-13重 弧文 (第 14図 23)

2.G-14二 重波文 (第 14図 24)

3.G-15波 状文 (第 14図 25)

4.G-16波状文 (第 14図 26)

F-12(第 15図 28)

7.F-20(第 15図 29)
写真16 軒平瓦Ⅳ・丸瓦 I

8 F-19(第 151X430)



l F-18(弟 15図 31)

4 F-15(第 16豚 134)

2.F-17(第 15図 321  3
5.F-14(第 16図 35)  6

F-16(第 16図 33)

F-13(第 16図 36)

写真17 丸  瓦 Ⅱ



G-20(第 17図 38)

4 G-20(第 18図40)

7 G-23(第 19図 43)

写真18 平  瓦



2

H-1焚キ瓦 (第 20図 45,

H-2焚斗瓦 (第 20図 46)

H-3愛斗瓦 (第 20図 47)

H-4奥斗瓦 (第 21図 48)

5.H-5隅 平瓦 (第 21図 40)

6.H-6隅 平瓦 (第 21図 50)

7.H-7隅 平瓦 (第 21図 51)

写真19 道 具 瓦



2.G-25(第 22図 52)

3 G-30(第 22図 57)

4.G-31(第 22図 58)

5 F-21(第 22図 59)

6.F-23(第 22図 61) 7.F-20(第 22図 63)



5.碗

.皿

(第 23図 72)

8.皿
(第 23図 73)

14 碗

写真21 近世陶磁器



(第 23図 74)

2.カ ワラケ

(第 23図 75)

5。 甕

(第 24図 79)

4.獲
(第 24図 78)

7甕
(第 24図 81)

8.ね り鉢

(第 24図 82)

9.瓦質の構鉢

(第 24図 83)

3.土師器

(第 23図 77)

10.瓦 質の招i鉢 (片 日・第24図 8つ  写真22 その他 の遺物



〔2〕 郡山遺跡

郡山遺跡はJR長町駅東側の広瀬川と名取川に囲まれた位置にある。陸奥国府多賀城が造営

される前の官衛及び寺院跡等が発見されており、官衛・寺院跡は7世紀後半～ 8世紀初頭の年

代と考えられる。今年度は個人住宅等にかかわる事前調査を 7件実施した。以下にその概略に

ついて報告を行い、詳細は「郡山遺跡Ⅸ」で報告する。

第75次調査 H期官衡南東部の南外側地区にあたる。発掘された遺構は濤跡 2条、濤状遺構 1

条、土坑 1基、ピット2な どである。濤状遺構からは栗囲式上師器の範ちゅうに入ると思われ

る破片が多数出土した。

第76次調査 推定寺域中央西側に位置するところで70次調査 E区の北側である。その結果、ほ

ぼ東西方向の濤跡が発見された。遺物は布目瓦片 2点だけであった。

第78次調査 H期官衛跡のほぼ中央部にあたる。レンガ用粘上を採取するため削平を受けた地

域であったため、削平の深さを確認することで調査を打切った。

第79次調査 Ⅱ期官衛北辺のほぼ中央部にあたる。栗囲式期 と考えられる竪穴住居跡 1軒 とそ

れを切っている濤跡 1条が発見された。濤跡はH期官衛北辺を区画する大濤と考えられる。

第80次調査 H期官衛西辺中央より若干南に下つたところである。発見遺構はⅡ期官衡西辺を

区画すると考えられる濤跡 1条である。

第31次調査 推定寺域の東方約200m、 仙台バイパス西側に隣接した位置であり、遺構及び遺物

の発見はなかった。

第82次調査 Ⅱ期官行中央部の西側である。78次調査区同様、レンが用粘土採取のため削平を

受けたところで、遺構の確認はできなかった。しかしながら削平下面において須恵器片、土師

器片が採集できたことで、付近に遺構が存在していたことが推察できる。
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第26図 郡山遺跡と調査位置
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